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～南カリフォルニアとサンディエゴの視点から～
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1. 南カリフォルニアの経済構造について
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国別GDP vs カリフォルニア州
（2018年） （単位：億ドル）
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(出所)センサス局 2016年推計

○CA州の人口全米最大約4,000万人、半数が南カリフォルニアに居住。
○LA郡の人口は1,000万人(東京23区)、LA市の人口は400万人(横浜市)に
相当。オレンジ郡は300万人、サンディエゴ郡は300万人弱。

〇国別では5位に相当する経済規模（約300兆円）。

ヒスパニック系、
アジア系は

全米平均の約3倍

ロサンゼルス郡（88市）：約1,024万人

１－１．カリフォルニア州の人口・GDP
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１－２．ロサンゼルスやサンディエゴの人口・GDP
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１－３．南カリフォルニアの主な企業
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（ジェトロ撮影）

日本語メディアの充実日系企業はどこに多いか？

○日本人約9万人で世界１位（在外公館別）・日系人約23万人。42の県人
会。
○米国最大の日系ビジネスの集積地

（企業数約790社、推計11万人の雇用、1兆円の賃金の支払い）

○日本駐在員が米国で生活するための環境が整う

日系企業の立地分布状況 各郡の比率

ロサンゼルス郡 544 社 68.9％

オレンジ郡 169 社 21.4％

サンディエゴ郡 59 社 7.5％

その他 18 社 2.3％

合計 790 社 100％

(南カルフォルニア調査2018より)

南カリフォルニアの魅力は？

日系社会の大きさ

42.4%

市場の大きさ

65.3%

物流拠点
（港・空港近い）

40.1%

気候

51.7%

１－４．日本からの人の流れと投資
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○ニューヨーク、サンフランシスコと比べて、給与、賃料が低い。
○コスト面を踏まえて、ロサンゼルスを選択する場合が増えている。

１－５．投資のコスト比較

L. A.

ニューヨーク サンフランシスコ ロサンゼルス

月額給与 非製造業マネー
ジャー

13,683 13,078 11,143

非製造業営業職 4,648 4,498 3,779
製造業管理職 11,601 11,412 9,952
製造業中堅技術者 7,956 8,628 8,226
製造業ワーカー 3,413 3,783 3,188

月額賃料 工業団地賃料 2.00-83.84 10.00-31.67 8.78-55.22
事務所賃料 0.93-271 69.44-92.59 51.11-59.44

20.00-23.89
ショールーム賃料 214.81-2916.67 285.00-485.33 18.22-115.11
駐在員用住宅借上
料

(1)1ベッドルーム 3,442
(2)2ベッドルーム 4,392
(3)3ベッドルーム 5,972

(1)2,295-4,890
(2)2,700-6,000

(3)3,795-13,500

(1)2,308-
(2)2,738-
(3)3,666-

公共料金 業務用電気料金 月額基本料：15.76
1kWh当たり料金：0.10817
～0.12434

月額基本料：9.86
1kWh当たり料金：
（1）0.27525
（2）0.21471

月額使用料:28.00
1kWh当たり料金：

5.42～15.42

単位：ドル

（出所）JETRO、2019年度北米投資関連コスト比較調査（2020年3月）
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（参考）カリフォルニア州の事業環境ー賃金
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（参考）カリフォルニア州の事業環境ー賃料、公共料金
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2. サンディエゴのライフサイエンス
について
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２－１．世界におけるロサンゼルス・サンディエゴの位置づけ

2018年のVC投資額

・ロサンゼルス 11.4億ドル
・サンディエゴ郡 2.8億ドル
・オレンジ郡 1.74億ドル

・日本 1615億円

（出所）Martin Prosperity Institute

（出所）Startup Genome, “The Global Startup Ecosystem Report GSER 2020”

（出所）ロサンゼルス Pitchbook
サンディエゴ郡 Connect
オレンジ郡 Orange County Business Journal
日本、一般社団法人ベンチャーキャピタル協会
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２－２．アメリカにおけるロサンゼルス・サンディエゴの位置づけ

（出所）
Alliance for Southern California Innovation, “Stars Aligning: How Southern California Could Be the Next Great Tech Ecosystem”を基にJETRO編集。
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２－３．カリフォルニア州のライフサイエンスのポテンシャル

○バイオ・医療機器の従業員数は、カリフォルニア州が全米の3分の1を占める。
○カリフォルニアの中では、3分の2が南カリフォルニアに存在。
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（出所）California Life Sciences Association, “California Life Sciences Industry Report 2019”



CA州全体 ベイエリア 南カリフォルニア うちサンディエゴ

経済活動 $346B $135.6B $160.1B $39.4B

商品・サービスの
市場価値 $195.8B $87.7B $86.2B $22.6B

事業所数 11,725 2,735 6,295 1,561

トータル雇用数 1,293,858 367,458 663,071 167,980

雇用者収入 $104B $42.9B $49.1B $13.3B

NHIからの受取り額 $4.2B $1.7B $2.2B $0.9B

２－４．カリフォルニア州のライフサイエンスのポテンシャル
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CA州全体 ベイエリア 南カリフォルニア うちサンディエゴ

雇用数 事業所数 輸出額 雇用数 事業所数 輸出額 雇用数 事業所数 輸出額 雇用数 事業所数 輸出

BioRenewables 31,060 1,491 $6.1B 2,196 148 $0.9B 7,444 244 $1.9B 1,529 66 $0.8B
Biopharmaceutical 
Manufacturing 49,942 600 $20B 23,862 141 $20.3B 22,715 327 $5.7B 7,304 113 $3.7B

Medical Devices & 
Diagnostic Equipment 77,819 2,312 $23.2B 23,473 619 $9.8B 53,832 1,171 $15B 11,706 229 $4.4B

Life Science Wholesale 27,159 1,962 $2.7B 3,772 295 $0.6B 31,829 2,140 $10.2B 4,446 324 $1.9B

Research & Lab Services 242,303 5,360 $33B 81,286 1,532 $22.5B 121,222 2,413 $12.5B 40,587 829 $9.5B

ライフサイエンスに関する経済活動

ライフサイエンスによる雇用・組織数・輸出額

Biocom's 2019 California Economic Impact Report
14
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２－５．南カリフォルニアの主なライフサイエンス企業

L. A.

カリフォルニア大学サンディエゴ校の研究者によって設立された企業だが、
1986 年に製薬会社大手イーライリリー社に 4 億ドルで買収された。起業家
を支援する資金やネットワークが確立され、この流れが南カリフォルニアの
起業家達を育てる基盤となったと言われている。

Hybritech, Inc.

独立系メガファーマでバイオサイエンスに強みを持つ。
規模では12位。
ロサンゼルス市の郊外サウザンドオークスに立地。

遺伝子のシーケンサーで世界最大規模。
サンディエゴに立地。

侵襲なしのモニタリングシステム・センサシステムを開発。
アーバインに立地。

血管内をモニタリングする超音波システムを開発。
サンディエゴに立地。

ソニー・エレクトロニクスの本社がサンディエゴに立地。

航空宇宙防衛の大手、leidos社の本社がサンディエゴに立地。

携帯通信大手、Qualcomm社の本社がサンディエゴに立地。

（出典）諸資料に基づき、JETROロサンゼルス事務所作成
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２－６．主な研究機関について

○工学部の組織として、メンタリングサービスなどを提供。
○ＵＣＳＤ以外にも、提携先の大学の企業に対しても、
サービス提供を実施。東京大学、筑波大学などが実施。

○カリフォルニア大学サンディエゴ校。
医学と工学の融合に積極的に取り組む総合大学。

○日本の大学では、京都大学、大阪大学、九州大学、早稲田大学他と全学協定
を締結（京都大学はオンサイトラボをキャンパス内に保有。）。

○さらに、東京大学、筑波大学、慶応大学、東京医科歯科大学、神奈川県立
保健福祉大学等とも提携（学部単位の協定など）。

○横浜市立大学が、サンディエゴ市と姉妹都市であり、UCSDとも協定を保有。

○和賀三和子UCSD 国際アウトリーチディレクターがコンタクトポイント。

その他の世界レベルの民間研究機関（分子生物学・がん）

京都大学のオンサイトラボが入居
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２－７．サンディエゴの主な支援組織について

L. A.

○サンディエゴを発祥とするバイオ産業団体。会員数は1300。
政策提案、マッチング（年間150回）、産業分析などを提供。

○サンディエゴ、ロサンゼルス、サンフランシスコ、ワシントンＤＣに
加えて、東京（日本橋）にも拠点。

○毎年２月に開かれるパートナリング
カンファレンスには、世界中からライフ
サイエンス関係者が集まる。

○マネージングディレクター藤田二郎氏
がコンタクトポイント。 パートナリングイベントの模様
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○ＶＣとの関係をつなぐ組織。メンタリングを実施。
元々はＵＣＳＤのＴＬＯであったが、独立。
昨年、多くのＶＣとの関係をつないでいるSan Diego
Venture Groupと統合した。

２－７．サンディエゴの主な支援組織について

Kiyoizumi Advisory清泉貴志氏
○カリフォルニア州サンディエゴ在住のエンジェル投資家・
バイオベンチャー起業家。

○1989年より在米。ボストンのベンチャー企業の上級副社長、
2000年から田辺三菱ファルマの米国法人社長、2001年に、
MediciNova, Inc.をスピンオフし、2005年に株式上場。

○エンジェル投資家、バイオベンチャーのボードメンバー。
○UCSD日本センター、UCIのCouncil of Industry Advisorsメンバー。
○アメリカのベンチャーとの提携、ビジネス・経営戦略の
アドバイスなどを実施。

清泉貴志氏

○サンディエゴ発で研究施設を提供。全米に展開。
○230企業の創出に関与。これらの企業により、800の
雇用創出、10億ドルの資金調達に貢献。
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２－７．ＪＥＴＲＯロサンゼルス事務所のヘルスケア専門家について

http://eureka-global.net/



（参考）日本企業の立地状況（オレンジカウンティ）
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（参考）日本企業の立地状況（サンディエゴ）
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